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◇
一
般
会
計
補
正
予
算

三
千
二
百
三
十
六
万
二
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
四
十
三
億
四

千
三
百
九
十
九
万
五
千
円
と
し
た
も

の
。
歳
出
予
算
追
加
の
主
な
内
訳
は

▼
湯
楽
里
源
泉
設
備
修
繕
費
六
百
八

十
万
円
▼
自
治
会
館
改
修
補
助
金
百

九
十
万
円
▼
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

費
補
助
金
二
百
七
十
六
万
一
千
円
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算

二
十
六
万
八
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
五
億
二
千
八
十
一
万
五

千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
予
算
の
主

な
内
訳
は
▼
介
護
保
険
納
付
金
三
百

四
十
一
万
八
千
円
の
減
額
▼
予
備
費

二
百
五
十
万
九
千
円
の
増
額
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
う
町
教
育
委
員

の
任
命
で
、
長
谷
山
博
昭
氏
（
六
十

四
歳
・
上
通
）
の
再
任
に
全
会
一
致

で
同
意
。

◇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
任

選
挙
管
理
委
員
に
嶽
石
文
男
氏
、

小
野
厚
氏
、
畠
山
秀
夫
氏
、
鎌
田
武

氏
を
選
任
。

【
町
民
福
祉
課
】

●
町
消
防
操
法
訓
練
大
会

七
月
二
十
五
日
に
実
施
。
消
防

団
員
と
婦
人
消
防
隊
員
の
百
六
十
一

人
が
出
場
。

●
支
部
消
防
操
法
訓
練
大
会

八
月
七
日
に
行
わ
れ
た
。
大
会

成
績
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
で
第

一
分
団
第
一
班
が
第
五
位
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
で
第
五
分
団
第
一
班
が
第

二
位
、
総
合
で
第
四
位
。

●
追
悼
式

東
由
利
町
と
し
て
最
後
の
追
悼

式
を
八
月
二
十
日
に
実
施
。

●
台
風
被
害
（
住
宅
関
係
）

台
風
一
五
号
が
八
月
二
十
日
未

明
に
、
台
風
一
六
号
が
八
月
三
十
一

日
午
前
に
本
町
を
通
過
。
建
物
等
の

被
害
総
額
は
百
六
十
万
円
。

●
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
建
築

工
事
起
工
式
を
九
月
一
日
に
行

い
、
工
事
の
安
全
と
立
派
な
施
設
の

完
成
を
祈
願
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
】

東
光
苑
の
入
退
所
者
数
は
そ
れ

ぞ
れ
七
人
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
延

べ
利
用
者
数
は
一
千
七
百
六
十
五

人
、一
日
平
均
十
一
・
五
人
。デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
延
べ
利
用
者
数
は
二
千
二

百
七
十
六
人
、
一
日
平
均
十
七
・
四

人
。

【
産
業
課
】

●
台
風
被
害
（
農
作
物
関
係
）

台
風
一
五
号
、
一
六
号
に
よ
る

ハ
ウ
ス
の
損
壊
、
果
樹
の
落
下
な
ど

近
年
に
な
い
農
業
被
害
。
被
害
が
大

き
い
の
は
、
た
ば
こ
や
果
樹
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
な
ど
。
被
害
総
額
は
四
千
百

九
十
万
円
。
農
協
な
ど
と
協
議
し
な

が
ら
、
再
生
産
支
援
の
で
き
る
こ
と

を
行
い
た
い
。

●
水
稲

真
夏
日
が
多
く
、
昨
年
の
冷
夏

と
は
対
照
的
な
気
象
経
緯
。

七
月
初
め
か
ら
「
い
も
ち
病
」

の
発
症
を
確
認
。
農
業
総
合
指
導
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
た
全
町
一
斉
調
査

で
、「
ズ
リ
込
み
」
や
「
ズ
リ
込
み

寸
前
」の
も
の
を
約
五
・
四
�
確
認
。

秋
田
県
の
八
月
十
五
日
現
在
の

作
況
見
込
み
は
「
平
年
並
み
」。

●
ひ
と
め
ぼ
れ
の
酒
米
混
入
問
題

本
町
で
は
、
六
十
六
戸
（
五
十

一
・
四
�
）
が
ひ
と
め
ぼ
れ
を
作

付
け
。
県
専
門
員
の
調
査
の
結
果
、

大
内
町
か
ら
育
苗
箱
を
譲
り
受
け
た

一
戸
を
除
き
、
酒
米
の
混
入
は
な
い

こ
と
を
確
認
。

●
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金

生
産
調
整
の
現
地
確
認
（
春
確

認
）
は
六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五

日
に
実
施
。
秋
確
認
は
九
月
八
日
。

今
年
度
の
生
産
目
標
数
量
四
千
四
百

三
十
�
・
換
算
面
積
七
百
八
十

九
・
六
六
�
に
対
し
て
、
実
績
見

込
み
は
七
百
七
十
九
・
〇
六
�
で
、

達
成
率
は
九
八
・
七
�
。

●
畑
作

七
月
末
の
野
菜
全
体
の
販
売
金

額
は
三
千
三
百
七
十
五
万
円
で
、
前

年
同
期
の
九
〇
�
程
度
、
収
穫
量

で
は
八
七
�
の
実
績
。
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議
会
9
月
定
例
会 
議
会
9
月
定
例
会 

町
議
会
九
月
定
例
会
が
九
月
七
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
長
谷
山
博
昭
氏
の
教
育
委
員
再
任

に
同
意
、
嶽
石
文
男
氏
、
小
野
厚
氏
、
畠
山
秀
夫
氏
、
鎌
田

武
氏
を
選
挙
管
理
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

（
一
部
抜
粋
） 

▲台風の強風で落下したりんご



葉
た
ば
こ
は
、
台
風
一
五
号
に

よ
る
濡
損
葉
の
品
質
低
下
は
必
至
で

あ
り
、
買
受
が
心
配
さ
れ
る
。

●
家
畜
市
場
売
上
実
績

四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
平
均
価

格
は
四
十
六
万
七
千
円
で
、
昨
年
同

期
よ
り
も
一
頭
当
た
り
五
万
八
千
三

百
円
の
増
。
販
売
頭
数
は
減
少
し
た

も
の
の
、
売
上
金
額
は
昨
年
よ
り
も

三
百
二
万
一
千
円
の
増
。

●
町
畜
産
共
進
会

来
年
で
第
五
十
回
を
数
え
る
町

共
進
会
は
、今
年
か
ら
計
画
を
組
み
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
し
っ

か
り
と
締
め
く
く
り
た
い
。

●
東
由
利
畜
産
振
興
会
の
設
立

昨
年
か
ら
検
討
を
続
け
て
い
た

畜
産
関
係
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
六
月
二
十
三
日
に
設
立
総
会
を

開
き
、
七
月
一
日
か
ら
「
東
由
利
畜

産
振
興
会
」
と
し
て
正
式
に
ス
タ
ー

ト
。
合
併
後
の
地
域
畜
産
の
核
組
織

と
し
て
し
っ
か
り
育
て
て
い
き
た
い
。

●
土
地
改
良
事
業
の
発
注
状
況

町
営
事
業
▼
揚
水
ポ
ン
プ
の
更
新

一
千
三
十
九
万
五
千
円
▼
大
台
地
区

簡
易
給
水
施
設
四
千
九
十
五
万
円
▼

八
塩
ダ
ム
堤
体
下
の
駐
車
場
・
遊
歩

道
整
備
六
百
九
十
八
万
二
千
円
。

県
営
事
業
▼
六
沢
地
区
の
老
朽
た

め
池
地
質
調
査
、
調
査
計
画
四
百
一

万
七
千
円
。
▼
桧
の
沢
地
区
の
地
滑

り
対
策
九
千
三
十
万
円
。

●
県
営
作
業
道
開
設
事
業

高
森
線
は
契
約
額
五
百
十
九
万

八
千
円
。
牧
山
線
は
契
約
額
一
千
百

五
十
五
万
円
。

【
建
設
課
】

●
国
道
一
〇
七
号

板
戸
第
二
工
区
は
、
平
成
十
六

年
度
予
算
二
億
七
千
万
円
で
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。
二
カ
年

継
続
工
事
と
し
て
八
月
十
七
日
に
入

札
が
行
わ
れ
、
村
岡
・
大
沼
建
設
共

同
企
業
体
が
落
札
。

板
戸
第
三
工
区
は
、
引
き
続
き

橋
梁
工
事
や
河
川
の
堀
回
し
工
事
が

進
め
ら
れ
る
予
定
。

●
神
岡
南
外
東
由
利
線

岩
舘
バ
イ
パ
ス
が
九
月
十
日
に

開
通
。
引
き
続
き
野
田
地
内
の
急
カ

ー
ブ
個
所
の
改
良
や
蔵
地
内
の
舗
装

打
ち
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
。

●
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線

本
町
分
の
未
舗
装
部
分
二
六
〇

�
の
舗
装
を
発
注
。
七
月
の
豪
雨

で
須
郷
地
内
に
災
害
が
発
生
し
、
現

在
通
行
止
め
。

●
黒
沢
ト
ン
ネ
ル

一
億
三
千
万
円
で
用
地
測
量
、

用
地
買
収
、
工
事
等
に
着
手
す
る
予

定
。
七
月
中
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て

出
入
り
口
付
近
の
地
質
調
査
を
実
施
。

●
町
道
新
田
線

今
年
度
よ
り
地
方
道
路
交
付
金

事
業
と
し
て
採
択
。
国
庫
補

助
事
業
で
平
成
十
九
年
度
ま

で
の
計
画
、
改
良
事
業
費
は

三
億
五
千
万
円
。
稲
刈
り
が

進
み
次
第
に
用
地
測
量
を
行

い
、
今
年
度
中
に
用
地
契
約

を
し
た
い
。
ま
た
、
橋
梁
前

後
の
高
盛
土
個
所
へ
の
暫
定

盛
土
を
行
い
、
地
盤
の
安
定

を
図
り
た
い
と
考
え
、
六
百

万
円
の
追
加
予
算
を
要
望
。

●
町
道
西
ノ
浜
線

六
月
二
十
五
日
に
工
事
を

発
注
し
、
九
月
三
十
日
ま
で

の
工
期
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
舗
装
工
を
発
注
し
、

降
雪
前
の
完
成
を
目
指
す
。

●
林
道
蒲
台
線

今
年
度
事
業
費
は
五
千
万
円
で
、

元
蒲
台
集
落
ま
で
の
工
事
が
進
め
ら

れ
る
予
定
。
工
期
は
七
月
二
十
六
日

か
ら
来
年
三
月
十
日
ま
で
。

●
林
道
土
場
沢
線

今
年
度
事
業
費
は
四
千
万
円
。
工
事

発
注
を
八
月
十
一
日
行
い
、
工
期
は

八
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
の

予
定
。

●
林
道
石
塚
線

今
年
度
も
小
倉
・
上
里
双
方
向

か
ら
計
画
し
、
六
月
二
十
五
日
に
発

注
。
工
期
は
小
倉
側
が
十
二
月
二
十

四
日
ま
で
、
上
里
側
が
十
一
月
三
十

日
ま
で
の
予
定
。

●
災
害

融
雪
災
害
二
十
一
個
所
の
発
注

に
向
け
て
準
備
中
。
七
月
の
豪
雨
で

被
災
し
た
奥
ケ
沢
の
災
害
査
定
は
、

三
次
査
定
と
な
り
十
月
中
旬
の
予
定
。

●
水
道
事
業

蔵
地
内
及
び
須
郷
田
・
舘
合
地

内
の
給
水
管
切
替
工
事
を
施
行
す
る

た
め
積
算
準
備
中
。

●
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

桂
台
、
野
田
の
管
路
工
四
件
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
二
件
を
施
工

中
。
八
月
十
一
日
に
は
岩
舘
地
内
二

件
の
管
路
工
事
を
発
注
済
み
。
九
月

一
日
現
在
で
二
十
八
戸
の
申
込
が
あ

り
、既
に
二
十
四
戸
が
供
用
を
開
始
。

加
入
率
は
戸
数
割
合
で
八
・
三
六
�
。

老
方
・
舘
合
処
理
区
は
、
四
月

以
降
の
下
水
道
工
事
申
込
が
十
六

件
、
全
て
供
用
を
開
始
し
て
お
り
、

加
入
率
は
五
八
・
五
�
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽

今
年
度
当
初
に
六
基
分
を
計
上
。

今
議
会
に
四
基
分
の
補
正
を
要
望
。

【
総
務
課
】

●
旧
役
場
庁
舎
の
解
体
工
事

八
月
一
杯
で
終
了
。
記
念
碑
の

発
注
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。

●
自
治
会
館
改
修

当
初
予
算
計
上
五
カ
所
分
と
六

月
補
正
計
上
六
カ
所
分
の
補
助
金
交

付
を
決
定
。ま
た
、二
自
治
会
の
事
業

量
増
と
新
規
整
備
の
た
め
、
今
議
会

の
予
算
に
補
正
を
要
望
し
て
い
る
。

●
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
比
例

代
表
選
出
の
投
票
率
が
七
二
・
〇
六

�
と
、前
回
よ
り
四
・
三
三
�
上
昇
。

●
町
議
会
議
員
選
挙

七
月
十
三
日
に
告
示
さ
れ
、
届

出
が
十
四
人
で
無
投
票
に
。

●
阿
部
寅
靜
氏
ご
逝
去

町
功
労
者
の
阿
部
寅
靜
氏
が
七

月
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
、
七
月
三
十

日
の
葬
儀
で
弔
辞
を
献
上
。

【
企
画
課
】

●
合
併
協
議
会

四
十
六
項
目
の
基
本
的
調
整
方

針
を
確
認
。
八
月
十
七
日
に
合
併
協
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定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
翌
十
八
日
に

は
一
市
七
町
が
揃
っ
て
臨
時
議
会
を

招
集
、
五
件
の
合
併
関
連
議
案
が
可

決
さ
れ
た
。
二
十
三
日
に
は
、
県
知

事
に
合
併
申
請
書
を
提
出
。
今
後
、

県
議
会
の
議
決
、
総
務
大
臣
の
告
示

を
も
っ
て
来
年
三
月
二
十
二
日
に

「
由
利
本
荘
市
」
が
発
足
。

●
「
湯
楽
里
」
改
修
工
事

浴
室
改
修
は
八
月
二
十
三
日
か

ら
着
工
。
浴
槽
の
防
水
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
養
生
、
あ
く
抜
き
期
間
等
を
考

慮
し
、
十
月
二
十
五
日
ま
で
工
期
一

杯
の
期
間
を
要
す
る
見
込
み
。

大
広
間
物
置
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
照
明
器
具
取
り
替
え
、
レ
ス
ト
ラ

ン
「
や
し
お
」
の
ト
イ
レ
増
築
模
様

替
え
等
の
工
事
も
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り

に
進
捗
。

●
野
鳥
の
家

外
構
整
備
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
中
心
と
し
た
改
修
工
事
は
、
六
月

十
四
日
に
発
注
契
約
し
、
七
月
二
十

七
日
に
町
検
査
を
終
了
。
現
在
は
一

階
部
分
を
日
中
解
放
し
、
多
目
的
ト

イ
レ
な
ど
を
施
設
利
用
者
の
便
益
に

役
立
て
て
い
る
。

【
教
育
文
化
課
】

●
外
国
語
指
導
助
手

ニ
コ
ラ
・
エ
リ
ス
先
生
が
七
月

二
十
九
日
で
任
期
を
終
え
、
新
し
く

ニ
コ
ラ
ス
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
先
生
が
着

任
。

●
中
学
生
海
外
研
修

八
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
九
日
間
の
日
程

で
実
施
。

●
東
中
野
球
部

二
十
一
年
振
り
に
県
大

会
進
出
。
初
戦
突
破
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、
最
後
ま

で
全
力
で
プ
レ
ー
し
感
動

を
与
え
て
く
れ
た
。

●
校
舎
改
修
工
事

高
瀬
小
学
校
大
規
模
改

修
工
事
、
東
由
利
中
学
校

暖
房
改
修
工
事
が
八
月
末

で
完
了
。

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

憲
法
九
条
は
日
本
の
宝
で
あ

り
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
大

切
に
し
た
い
。
憲
法
九
条
と
改
憲
問

題
に
つ
い
て
考
え
を
う
か
が
う
。

自
衛
隊
の
位
置
づ
け
や
世
界

に
お
け
る
日
本
の
役
割
な
ど
、
時
代

の
変
化
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
必

要
。

「
あ
き
た
教
育
新
時
代
創
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
素
案
）
に
つ
い
て
、

町
教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
議

論
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
素
案
の
発

表
か
ら
と
り
ま
と
め
ま
で
が
非
常
に

短
期
間
だ
っ
た
が
、
時
間
を
か
け
た

話
し
合
い
は
必
要
な
か
っ
た
の
か
。

各
委
員
と
の
意
見
交
換
は
行

っ
た
が
、
項
目
を
絞
っ
た
協
議
は
し

て
い
な
い
。
こ
の
素
案
は
、
時
間
を

か
け
徐
々
に
必
要
な
改
革
が
な
さ
れ

た
も
の
。町
教
育
委
員
会
の
要
望
は
、

こ
れ
か
ら
も
提
示
し
て
い
き
た
い
。

合
併
に
向
け
、
六
十
五
歳
以
上

が
負
担
す
る
介
護
保
険
料
の
減
免

や
、
生
活
困
窮
者
へ
の
減
免
規
定
を

条
例
で
定
め
る
こ
と
な
ど
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

本
広
域
で
は
介
護
保
険
料
の

段
階
を
五
段
階
と
し
、
各
段
階
の
基

準
割
合
に
つ
い
て
低
所
得
者
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
所
得

段
階
割
合
は
一
〜
三
段
階
の
低
所
得

者
層
が
多
く
、
現
時
点
で
は
適
切
な

負
担
段
階
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の

介
護
給
付
状
況
を
見
な
が
ら
、
必
要

が
あ
れ
ば
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

農
作
物
や
建
物
の
台
風
被
害
に

対
す
る
町
の
対
応
を
う
か
が
う
。

建
物
に
関
し
て
は
、
災
害
対

策
の
対
象
で
は
な
い
と
判
断
。
農
作

物
に
つ
い
て
は
、
一
市
七
町
が
足
並

み
を
揃
え
て
対
応
し
た
い
。
来
年
の

再
生
産
に
影
響
す
る
よ
う
な
ら
ば
、

も
ち
ろ
ん
対
策
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

地
域
審
議
会
と
地
域
自
治
組
織

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
協

議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

法
律
の
大
綱
を
基
に
協
議
を

開
始
す
る
。
ど
ち
ら
か
を
置
き
、
旧

市
町
の
問
題
を
し
っ
か
り
話
し
合
い

た
い
。

小
　
松
　
勘
一
郎
　
議
員

経
済
が
低
迷
し
、
子
育
て
も
厳

し
い
状
況
。
親
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
財
源
確
保
に
努
め
て
高
校
生

の
通
学
費
等
の
支
援
を
。

大
き
な
課
題
で
は
あ
る
が
、

通
学
費
の
公
平
な
助
成
は
難
し
い
。

合
併
後
も
奨
学
金
制
度
が
継
続
さ
れ

る
の
で
、
奨
学
金
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。

国
道
沿
い
の
歩
道
を
中
高
生
の

自
転
車
が
違
反
走
行
し
て
い
る
。
事

故
防
止
の
対
策
は
な
い
の
か
。

併
用
の
標
識
が
な
く
て
も
、

国
道
の
歩
道
は
自
転
車
が
通
行
で
き

る
よ
う
県
公
安
委
員
会
で
意
志
決
定

さ
れ
て
い
る
。
も
し
危
険
な
状
況
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
改
め
て
指
導
を
徹

底
し
、
事
故
防
止
に
努
め
た
い
。

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
役
場
職

員
を
臨
時
に
活
用
し
高
齢
者
世
帯
の

訪
問
を
行
う
な
ど
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
は
な
い
か
。

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
、
心
配
の
な
い
老
人
介

護
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

制
度
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
協
力
し
な
が

ら
、
少
子
高
齢
化
を
地
域
で
支
え
る

体
制
を
築
い
て
い
き
た
い
。

合
併
後
の
庁
舎
組
織
再
編
と
職

員
の
削
減
計
画
に
つ
い
て
考
え
を
う

か
が
う
。

市
町
村
合
併
は
行
政
の
ス
リ

ム
化
が
目
的
。
職
員
に
は
戸
惑
い
も

あ
る
と
思
う
が
、
一
市
七
町
の
住
民

福
祉
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

戸
籍
台
帳
の
管
理
な
ど
、
職
務

上
の
守
秘
義
務
に
対
す
る
意
識
を
強

化
す
べ
き
で
は
。

職
務
上
の
守
秘
義
務
は
当
た

り
前
の
こ
と
。
本
町
の
職
員
は
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
強
い
意
識

を
も
っ
て
自
分
の
仕
事
を
し
て
い

る
。
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（
一
部
抜
粋
） 

▲「湯楽里」の浴室改修工事の様子（9月29日撮影）
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　議会９月定例会で、平成15年度の会計決算が審議され、一般会
計のほか5つの特別会計決算が承認されました。一般会計は、歳入
総額が41億1,066万8千円、歳出総額が39億469万3千円で、翌
年度へ繰り越すべき財源は174万8千円。実質収支額は2億422万
7千円の黒字となりました。 

2,019,581
（49.1％） 

地方交付税 

県支出金 
437,353
（10.6％） 

地方債 
489,000
（11.9％） 

町　税 
281,676（6.9％） 

国庫支出金 
232,011（5.6％） 

繰入金 
232,314（5.7％） その他 

418,733
（10.2％） 

農林水産業費 
912,586
（23.4％） 

公債費 
750,462
（19.2％） 

民生費 
444,887
（11.4％） 

総務費 
616,234
（15.8％） 

教育費 
318,893（8.1％） 

衛生費 
241,090（6.2％） 

土木費 
257,003（6.6％） その他 

363,538
（9.3％） 

■一般会計 歳入
41億1,066万8千円

歳出
39億469万3千円

（単位：千円）

区　　　　分 
国民健康保険事業勘定特別会計 
老人保健医療事業特別会計 
簡易水道事業特別会計 
農業集落排水事業特別会計 
特別養護老人ホーム東光苑特別会計 

歳入総額 歳出総額 差　　引 
556,688 
676,656 
410,342 
927,510 
344,103

468,485 
676,656 
395,576 
927,401 
299,377

88,203 
0 

14,766 
109 

44,726

■特別会計

■町民１人当た
りの負担状況

81万5,347円

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 

農林水産業費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費費 

公債費 

10,791円 

53,665円 

31,372円 

66,589円 

15,418円 

156,705円 

15,356円 

128,677円 

92,898円 

50,346円 

2,971円 

190,559円 

平成16年3月末現在
住民基本台帳人口　4,789人

（単位：千円）
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主
要
地
方
道
神
岡
南
外
東
由
利

線
岩
舘
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式
が
九
月

十
日
、
岩
舘
地
内
で
行
わ
れ
、
関
係

者
約
五
十
人
が
バ
イ
パ
ス
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

同
バ
イ
パ
ス
は
、
岩
舘
地
区
の

住
宅
地
を
迂
回
し
、
横
渡
で
国
道
一

〇
七
号
に
接
続
。
延
長
は
約
一
・
三

�
、
歩
道
を
含
む
全
幅
十
一
�
の

道
路
で
す
。

同
線
の
岩
舘
地
区
は
、
急
な
カ

ー
ブ
や
坂
道
な
ど
通
行
困
難
な
場
所

が
多
か
っ
た
た
め
、
昭
和
六
十
三
年

か
ら
バ
イ
パ
ス
化
を
協
議
。
県
の

「
生
活
圏
三
十
分
形
成
道
路
整
備
事

業
」
と
し
て
平
成
九
年
に
着
工
し
、

八
年
の
歳
月
と
総
事
業
費
約
十
一
億

二
百
万
円
を
投
じ
、
こ
の
日
の
完
成

を
み
た
も
の
で
す
。

開
通
式
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長

が
「
岩
舘
地
区
の
改
良
は
早
く
か
ら

望
ま
れ
て
い
た
が
、
平
成
九
年
の
事

業
ス
タ
ー
ト
ま
で
、
そ
の
協
議
に
は

大
変
な
時
間
が
か
か
っ
た
。
本
日
の

開
通
式
が
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
地
権

者
、
地
元
住
民
、
関
係
者
の
お
か
げ
」

と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
関
係
者
や
地
元
住
民
ら
が
乗
用

車
や
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。

神
岡
南
外
東

由
利
線
は
、
国
道

一
三
号
、
一
〇
五

号
、
一
〇
七
号
を

結
ぶ
主
要
地
方

道
。
岩
舘
バ
イ
パ

ス
の
開
通
に
よ

り
、
地
域
住
民
の

利
便
性
向
上
や
地

域
間
交
流
の
さ
ら

な
る
活
性
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

「
高
齢
者

生
活
支
援
ハ
ウ

ス
」
の
起
工
式

が
九
月
一
日
、

東
光
苑
敷
地
内

に
あ
る
建
設
予

定
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
に
は
、

阿
部
幸
悦
町
長

や
遠
藤
忠
平
議

会
議
長
、
工
事

関
係
者
な
ど
約

四
十
人
が
出
席

し
、
工
事
の
安

全
と
早
期
完
成

を
祈
願
し
ま
し

た
。

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
、

木
造
平
屋
建
て
で
、
入
所
者
の
個
室

に
は
、
八
畳
の
居
室
と
ミ
ニ
キ
ッ
チ

ン
、ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

玄
関 

　
ポ
ー
チ 

生
活 

援
助
員
室 

集
会
室 

浴室 

脱衣 

洗濯 

脱衣 

浴室 

居室 

居室 

居室 

居室 

談
話
室 

居室 

居室 

居室 

居室 

高齢者生活支援ハウス起工式

いよいよ本格工事スタート

▲鍬入れの儀を行う阿部幸悦町長

▲開通した岩舘バイ
パス

�完成を祝うテープ
カット



平
成
十
六
年
度
合

同
金
婚
式
が
九
月
十

七
日
、
有
鄰
館
で
行

わ
れ
、
出
席
し
た
十

七
組
の
ご
夫
婦
が
結

婚
五
十
年
目
の
節
目
を
祝
い
合
い
ま

し
た
。

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、

昭
和
二
十
九
年
に
結
婚
し
、
今
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
婚
姻
五
十
年

と
な
る
二
十
六
組
の
ご
夫
婦
。

式
で
は
阿
部
幸
悦
町
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
出
席
し
た

金
婚
者
に
町
か
ら
お
祝
い
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。祝

宴
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夫
婦
が
結
婚
当
時
の
こ
と
や

二
人
で
歩
ん
で
き
た
五
十
年

を
振
り
返
り
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
の
九
月
で
し

た
が
、
台
風
の
影
響
を
受
け
た
由
利
沿

岸
部
市
町
村
で
は
予
想
以
上
の
塩
害

で
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
月
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
の
調
査
結
果
で
は

本
町
の
水
稲
被
害
は
ゼ
ロ
で
し
た
が
、

や
っ
ぱ
り
と
い
う
か
、
収
量
は
期
待
ほ

ど
で
は
な
い
と
農
家
現
場
か
ら
は
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

七
日
か
ら
議
会
九
月
定
例
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成

十
五
年
度
の
決
算
認
定
も
お
願
い
し
て

い
る
の
で
、十
日
間
の
長
丁
場
で
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て

の
考
え
は
と
聞
か
れ
た
り
し
て
緊
張
し

ま
し
た
。

十
日
は
岩
舘
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
九
年
に
ル
ー
ト
が

決
ま
り
、
事
業
着
手
さ
れ
て
か
ら
八
年

の
歳
月
を
か
け
て
の
開
通
で
し
た
。
秋

田
県
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
。

十
四
日
は
「
第
二
十
八
回
全
県
野
焼

き
を
楽
し
む
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
松
幸
子
先
生
が
主
管
さ
れ
、

八
塩
い
こ
い
の
森
を
会
場
に
し
て
の
開

催
は
、こ
れ
で
十
回
目
に
な
り
ま
す
か
。

今
回
も
幸
子
先
生
が
大
奮
闘
で
し
た
。

ま
た
、
例
年
の
ご
と
く
ご
指
導
に
当
た

ら
れ
た
八
塩
小
学
校
の
児
童
た
ち
の
作

品
も
大
変
良
い
出
来
栄
え
で
焼
き
上
が

り
ま
し
た
。

十
七
日
は
金
婚
式
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
二
十
九
年
に
結
婚
の
届
出

の
あ
っ
た
二
十
六
組
の
皆
さ
ん
が
対
象

で
、
十
七
組
の
ご
夫
婦
が
式
に
ご
出
席

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
合
併
協
議

の
中
で
、こ
の
式
の
存
続
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
申
し
上
げ
た
こ
と
で
し
た
。

結
婚
さ
れ
た
当
時
は
、
式
か
ら
届
出

ま
で
の
時
間
が
か
な
り
あ
っ
た
人
も
い

ま
し
た
か
ら
、
二
十
九
年
の
結
婚
で
も

届
出
が
遅
れ
、
今
年
度
の
対
象
に
な
ら

な
か
っ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

十
八
日
、
十
九
日
と
青
森
県
十
和
田

湖
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
九
回
東
北
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

来
年
の
第
十
回
大
会
は
秋
田
県
が
主
催

地
で
、
会
場
が
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
と
決
定
済
み
で
す
が
、
そ

の
受
諾
の
あ
い
さ
つ
も
兼
ね
て
の
参
加

で
し
た
。
選
手
が
東
北
六
県
で
二
百
四

十
人
と
い
う
大
会
で
し
た
が
、
前
夜
祭

も
盛
大
な
も
の
で
し
た
。
大
会
会
長
で

あ
る
渡
部
十
和
田
湖
町
長
さ
ん
の
「
病

院
に
行
く
よ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
行

け
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
に
は
同
感
で
し

た
。
な
か
な
か
上
手
に
な
り
ま
せ
ん
と

東
北
会
長
で
あ
る
宮
城
県
田
尻
町
の
堀

江
町
長
さ
ん
に
話
し
た
ら
「
私
は
十
年

に
も
な
り
ま
す
が
な
か
な
か
で
す
。一
、

二
年
で
は
」
と
慰
め
ら
れ
た
り
も
し
ま

し
た
。

二
十
日
は
合
併
記
念
と
銘
打
っ
て

「
東
由
利
・
民
謡
の
祭
典
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
津
軽
の
歌
手
も
来
ら
れ
て

民
謡
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
浅

野
和
子
さ
ん
、
梅
若
梅
清
さ
ん
が
お
子

さ
ん
た
ち
と
親
子
競
演
さ
れ
、
本
当
に

頼
も
し
く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
あ
い

さ
つ
で
、
こ
れ
か
ら
は
東
由
利
の
孫
た

ち
に
も
応
援
し
て
い
こ
う
と
申
し
上
げ

た
こ
と
で
し
た
。

実
り
の
秋
を
心
配
す
る
十
月
が
始
ま

り
ま
し
た
。
に
こ
に
こ
顔
の
「
あ
き
た

こ
ま
ち
の
里
」
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と

祈
念
し
て
。

平成16年度合同金婚式

ともに歩んだ50年

大　庭　耕二郎（73） 
小　松　秀　穂（73） 
小　松　欣　一（77） 
高　橋　次　男（73） 
高　橋　鉄　藏（71） 
佐　藤　養　三（80） 
小　野　喜　一（74） 
小　野　　　忠（73） 
鈴　木　博　昭（72） 
佐　藤　勇　雄（70） 
三　浦　與　二（76） 
佐　藤　長治郎（76） 
横　山　　　清（73） 
石　橋　一　郎（70） 
遠　藤　　　登（72） 
佐々木　昌之助（80） 
大　塚　　　松（79） 
藤　原　陽太郎（70） 
阿　部　　　勲（70） 
嶽　石　忠　司（73） 
佐　藤　正　治（73） 
小　野　作　平（73） 
佐　藤　幸　一（72） 
高　橋　重一郎（70） 
遠　藤　　　忠（72） 

イサコ（71） 
キ　ワ（71） 
美　代（72） 
　貞　（70） 
ヒデ子（68） 
アキミ（74） 
サツ子（71） 
　昌　（70） 
よね子（70） 
ナ　ツ（72） 
マツヨ（74） 
マサ子（71） 
ソ　ノ（71） 
春　湖（69） 
トシ子（71） 
ム　ツ（73） 
ト　シ（77） 
富貴子（70） 
シゲ子（70） 
ミ　キ（69） 
ケ　イ（71） 
鴻　子（71） 
フ　ヨ（70） 
キツ子（67） 
愛　子（72） 

船 　 木  
湯 出 野  
湯 出 野  
舘合新田 
寺 　 田  
時 雨 山  
新 　 町  
下 小 屋  
袖 　 山  
十二ノ前 
田　　代 
上　　通 
向　　田 
板　　戸 
祝　　沢 
大　　琴 
板　　戸 
上　　通 
蔵 新 田  
八 日 町  
湯 出 野  
時 雨 山  
葎　　沢 
久　　保 
五 海 保  

金婚カップル26組 （敬称略） 

（年齢は平成16年9月1日現在） 

▲祝い状を受け取るご夫婦



▲「秋田タント節」を歌う本町出身の浅野和子さん 

▲「秋田追分」で親子競演する浅野和子さん・浅野江里子さん 

▲大人顔負けの手踊りを披露 

▲力強い津軽民謡 

�
民
謡
に
聴
き
入
る
観
客 

▲梅若梅清さん・石綿清一さん親子による「秋田荷方節曲合せ」 

　
東
由
利
単
独
町
と
し
て
最
後
と
な
る
「
東
由
利
・

民
謡
の
祭
典
」
が
九
月
二
十
日
、
町
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
出
演
者
は
、
本
町
出
身
の
浅
野
和
子
さ

ん
・
梅
若
梅
清
さ
ん
姉
弟
を
は
じ
め
、
青
森
県
か
ら

迎
え
た
特
別
ゲ
ス
ト
な
ど
二
十
四
人
。
力
強
い
民
謡

の
歌
声
や
踊
り
が
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
約
六
百
人

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 
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田
　
代
　
　
　
優

私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

こ
と
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
海
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た

り
、一
緒
に
夕
食
を
作
っ
た
り
し
て
、

と
て
も
充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。
学

校
で
習
っ
た
英
会
話
は
あ
ま
り
使
え

な
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。

佐
　
藤
　
正
　
弥

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
の
思
い

出
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生

活
で
す
。
み
ん
な
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
、
話
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

高
　
橋
　
尚
　
子

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
と
て

も
優
し
く
て
、
す
ご
く
馴
染
み
や
す

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
海

外
研
修
で
は
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ

り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

た
ぶ
ん
一
生
の
思
い
出
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

畑
　
山
　
千
　
穂

私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ

と
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
家
に
着
い
た
と
き
は
、
不
安
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
、
そ

ん
な
と
き
に
家
族
の
人
が
優
し
く
し

て
く
れ
ま
し
た
。
英
語
で
の
会
話
を

体
験
で
き
て
、
良
い
経
験
に
な
っ
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。

大
日
向
　
　
　
蘭

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
、
英
語
が
話
せ
る
か
不

安
だ
っ
た
け
ど
、
思
っ
た
よ
り
楽
し

く
過
ご
せ
ま
し
た
。
Ｙ
ｅ
ｓ
、
Ｎ
ｏ

な
ど
の
単
語
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
け

ど
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

長
　
沼
　
史
　
賀

短
い
期
間
だ
っ
た
け
ど
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
良

い
体
験
で
し
た
。
こ
の
研
修
を
生
か

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
英
会

話
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

小
　
松
　
杏
　
奈

一
番
の
思
い
出
は
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ

こ
と
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
あ
げ
た

紙
風
船
を
使
っ
て
日
本
語
で
数
字
を

言
っ
て
数
え
た
り
、
日
本
語
の
歌
を

教
え
て
あ
げ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

佐
　
藤
　
由
　
美

私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
こ
と

が
一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
優
し
く

て
、
本
当
の
家
族
の
よ
う
で
し
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
一
緒
に
折
り
紙
を
し
た

り
、
と
て
も
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
良
い

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

佐
　
藤
　
大
　
河

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
一
番
の

思
い
出
は
、
休
み
の
日
に
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
シ
ド
ニ
ー
観
光

を
し
た
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
所

へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

大
日
向
　
　
　
駿

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
優
し
く
接
し

て
く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

佐
々
木
　
健
　
太

海
外
研
修
で
の
思
い
出
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
言
葉
が
通
じ
な

く
て
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、
家
族
が

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
い
、
伝
え
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
思
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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　中学生海外研修が　中学生海外研修が8月1111日から日から9日間の日程で行われ、東由利中学日間の日程で行われ、東由利中学
校の生徒校の生徒11人がオーストラリアのセントラルコーストを訪問しまし人がオーストラリアのセントラルコーストを訪問しまし
た。貴重な体験から生徒たちがどんなことを学んだのか、た。貴重な体験から生徒たちがどんなことを学んだのか、11人の研人の研
修レポートを紹介します。（文中敬称略）修レポートを紹介します。（文中敬称略） 

　中学生海外研修が8月11日から9日間の日程で行われ、東由利中学
校の生徒11人がオーストラリアのセントラルコーストを訪問しまし
た。貴重な体験から生徒たちがどんなことを学んだのか、11人の研
修レポートを紹介します。（文中敬称略） 



実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
五

月
に
植
え
た
稲
が
頭
を
た
れ
、
田
ん

ぼ
が
黄
金
色
に
輝
き
だ
す
と
、
待
ち

に
待
っ
た
稲
刈
り
の
始
ま
り
で
す
。

農
業
を
営
む
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

一
年
間
の
集
大
成
と
も
言
え
る
季

節
。
努
力
と
苦
労
が
成
果
と
な
っ
て

表
れ
る
緊
張
と
喜
び
の
瞬
間
で
す
。

田
ん
ぼ
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
、

昔
な
が
ら
の
稲
架
（
は
さ
）
が
組
ま

れ
、
刈
り
取
ら
れ
た
稲
で
次
々
に
覆

わ
れ
て
い
き
ま
す
。「
稲
架
が
け
」

の
あ
る
風
景
は
、
ま
さ
に
農
村
の
風

物
詩
。
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
そ

の
風
景
に
は
、
農
業
に
携
わ
っ
て
き

た
人
々
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま

っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
田
ん
ぼ
で
農
作
業
を

手
伝
う
子
ど
も
の
姿
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
昔
は
子
ど
も
た
ち
も
大

事
な
労
働
力
。
大
人
と
一
緒
に
な
っ

て
農
作
業
に
加
わ
る
の
が
当
た
り
前

と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
で
働
い
て
い
る
方
々
に

話
を
う
か
が
う
と
、
皆
さ
ん
懐
か
し

そ
う
に
子
ど
も
時
代
の
こ
と
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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▲はさがけ風景（昭和59年・葎沢）

農
村
の
風
物
詩

農
業
の
歴
史
を

今
に
伝
え
る

⑥
「
は
さ
が
け
」
の
あ
る
風
景

遊
び
場
と
し
て

私
た
ち
が
小
学
生
の
頃
は
、
学
校

に
田
植
え
休
み
が
あ
り
、
稲
刈
り
の

時
期
も
稲
架
が
け
が
始
ま
る
午
後
か

ら
休
み
を
も
ら
っ
て
田
ん
ぼ
の
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。
当
時
は
一
輪
車
も

な
か
っ
た
の
で
、
稲
を
運
ぶ
と
き
は

「
に
な
」
や
「
ね
こ
げ
ら
」
を
使
っ

て
背
負
い
ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲

で
覆
わ
れ
て
い
く
稲
架
を
見
て
い
る

と
、
子
ど
も
な
が
ら
に
「
や
っ
と
こ

こ
ま
で
き
た
か
」
と
い
う
達
成
感
を

感
じ
た
も
の
で
す
。

昔
の
稲
架
は
今
よ
り
少
し
高
く
段

が
組
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
に

「
子
ど
も
な
が
ら
に

達
成
感
が
あ
っ
た
」

遠藤　武男さん
（蔵新田）
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健
康
福
祉
大
会

対
す
る
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
町
長
表
彰

町
社
会
福
祉
協
議
会

町
愛
育
会

◇
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

荘
野
　
慶
治
（
五
海
保
）

畑
山
　
清
一
（
下
吹
）

小
野
キ
サ
子
（
祝
沢
）

遠
藤
作
治
郎
（
桂
台
）

大
日
向
幸
子
（
宮
ノ
前
）

佐
藤
　
文
一
（
蔵
新
田
）

高
橋
し
げ
子
（
舘
合
新
田
）

▲表彰状を受け取る遠藤作治郎さん

町
健
康
福
祉
大
会
が
九
月
十
日
、
有
鄰
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、
愛
育
班
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
関
係
者
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
し
、
健

康
福
祉
の
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
団
体

や
個
人
の
表
彰
、
ま
た
体
験
発
表
や
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
は
じ
め
に
は
、
阿
部
幸
悦
町
長
が

「
合
併
し
て
行
政
の
形
が
変
わ
っ
て
も
、

人
々
が
住
み
続
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

参
加
者
は
、
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

平
成
16
年
度
秋
田
県
農
業
士

▲寺田県知事から認定証を受け取る小松信子さん

本
町
の
小
松
信
子
さ
ん
（
高
戸
屋
）
と

佐
々
木
精
人
さ
ん
（
大
琴
）
が
、
平
成
十
六

年
度
秋
田
県
農
業
士
の
認
定
を
受
け
、
九
月

三
日
に
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
ヴ
ェ
」

で
行
わ
れ
た
授
与
式
で
、
寺
田
典
城
県
知
事

か
ら
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

農
業
士
の
認
定
は
、
優
れ
た
農
業
生
産
技

術
や
経
営
技
術
を
持
ち
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
な
ど
の
基
準
の
も

と
に
行
わ
れ
ま
す
。

小
松
さ
ん
は
、
本
町
で
三
人
目
の
女
性
農

業
士
。
ま
た
こ
の
日
、
佐
々
木
さ
ん
は
自
ら

会
長
を
務
め
る
「
由
利
ば
ら
部
会
」
で
も
秋

田
県
農
林
水
産
大
賞
を
受
賞
。
地
域
農
業
振

興
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

第
27
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会

▲県ベスト4に輝いた東由利JAYS

東
由
利
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｓ
（
代
表
鈴
木
徳
之
さ

ん
・
袖
山
）
が
、
九
月
四
日
と
五
日
に
鳥
海

球
場
で
行
わ
れ
た
「
第
二
十
七
回
東
日
本
軟

式
野
球
秋
田
県
大
会
」
で
見
事
ベ
ス
ト
４
に

輝
き
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
七
月
三
十
一
日
と
八
月
一

日
に
行
わ
れ
た
由
利
郡
予
選
で
初
優
勝
を
飾

り
、
県
大
会
に
進
出
。
県
大
会
の
初
戦
で
は

大
曲
、
河
辺
、
仙
北
地
区
代
表
の
千
屋
ジ
ョ

ー
カ
ー
ズ
に
見
事
勝
利
し
、
ベ
ス
ト
４
の
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

▲自らの介護体験を語る石綿雅さん
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健
康
福
祉
大
会

対
す
る
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
町
長
表
彰

町
社
会
福
祉
協
議
会

町
愛
育
会

◇
町
社
会
福
祉
協
議
会
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表
彰

荘
野
　
慶
治
（
五
海
保
）

畑
山
　
清
一
（
下
吹
）

小
野
キ
サ
子
（
祝
沢
）

遠
藤
作
治
郎
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桂
台
）

大
日
向
幸
子
（
宮
ノ
前
）

佐
藤
　
文
一
（
蔵
新
田
）

高
橋
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げ
子
（
舘
合
新
田
）
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大
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鄰
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わ
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。
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。
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。
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。

小
松
さ
ん
は
、
本
町
で
三
人
目
の
女
性
農

業
士
。
ま
た
こ
の
日
、
佐
々
木
さ
ん
は
自
ら

会
長
を
務
め
る
「
由
利
ば
ら
部
会
」
で
も
秋

田
県
農
林
水
産
大
賞
を
受
賞
。
地
域
農
業
振

興
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

第
27
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
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Ａ
Ｙ
Ｓ
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日
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秋
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大
会
」
で
見
事
ベ
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４
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。

同
チ
ー
ム
は
、
七
月
三
十
一
日
と
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予
選
で
初
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勝
を
飾

り
、
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会
に
進
出
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の
初
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で
は
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、
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▲負けないぞ～

▲落ちちゃう～

東
由
利
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

▲稲の束ね方に悪戦苦闘

夏
の
い
も
掘
り
体
験
に
続
き
、
東
由
利
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
（
金
子
拓
雄
会

長
）
に
よ
る
農
業
体
験
が
九
月
二
十
六
日
、

老
方
地
内
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
約
三
十
人
の
参
加
者
た
ち
が
、
稲
刈
り
や

は
さ
が
け
、
餅
つ
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
農
業
体
験
は
、
食
文
化
や
人
の
交
流

を
通
し
、
心
の
癒
し
を
得
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

稲
刈
り
の
あ
と
参
加
者
た
ち
は
、
杵
と
臼

を
使
っ
た
餅
つ
き
に
も
挑
戦
し
、
つ
き
た
て

の
餅
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

町内の14チームが２組に分かれ、８時間
耐久の野球大会を行います。町民の皆さん
の応援をお願いします。
大会の日程と参加チームは次のとおり。
☆と　き　10月24日(日)※雨天中止

開 会 式　７時30分
試合開始　８時00分

☆ところ　東由利町野球場
☆試合形式　８時間継続方式
☆参加チーム
赤…蔵パイレーツ、役場タキオン、宿、

玉新ラインズ、ポパイスポーツク
ラブ、ジパング、野球狂

白…法内フラワーズ、シリュウス、秋田
ルビコン、パワーズ、メルヘン、
袖山オリオールズ、高瀬

▲これに決めた！

▲積み木のおうちが完成！
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10月は、平成16年10月分から平成17年

３月分までの「後期前納」の時期で、納

付書により毎月納付されている方は、お

手元の「後期前納」でまとめて納付する

ことができます。ただし、後期前納の納

付期限は10月29日となっていますのでご

注意ください。また、「後期前納」の納

付期限までにまとめて納付できなかった

場合でも、「平成17年３月分まで」の保

険料をいつでも納付することができま

す。ご希望の方は、前納用の納付書を送

付しますので、お近くの社会保険事務所、

または役場年金担当までご連絡くださ

い。

問い合わせ 町民福祉課年金担当 �69－2117

年金だより

「前納」なら
6カ月分で
650円割引

食事を減らすダイエットは、つらくて長続きしませ

ん。「食べよう」というプラスの意識に変え、野菜や

海藻、たんぱく質を三度の食事でしっかり摂りましょ

う。

控えたいのは、小量でエネルギーの多い油脂や菓子。

主食（ご飯、パン、麺）は今より２～３割減らしまし

ょう。また、肥満を防ぐポイントは、朝と昼にしっか

りと食べて、夜の食事を摂りすぎないことです。

安全で健康的なダイエットとは、筋肉や骨を減らさ

ずに体脂肪だけを減らすこと。体脂肪は簡単には減り

ません。じっくりと時間をかけて太りにくいライフス

タイルを確立することが、肥満の予防と解消につなが

るのです。今から即実行を！

控えたいのは、油脂や菓子

歯周病は、歯肉の炎症を放置したことによっ

て、歯を支える骨が溶けていく病気です。歯肉

の炎症だけであれば、適切なブラッシングで元

の状態に回復させることができますが、骨が溶

けてしまうと通常の治療ではほとんど回復が期

待できません。できるだけ早期に炎症をくい止

めることが、その後の治り具合を大きく左右し

ます。しかし、歯周病にはあまりはっきりとし

た症状がないため、痛みや腫れなどの症状が出

るころには、抜歯になることが少なくありませ

ん。生涯自分の歯で食べるためにも、自覚症状

が出る前に対処することが必要です。

歯周病は防げます（後）

そんなことはありません。介護保険の
被保険者は、医療保険の被保険者でも

あるわけですから、通院や入院などの必要な
医療サービスを受けることができます。
ただし、医療保険と介護サービスの併用は

できません。

A.

介護保険を利用していると
医療保険は利用できなくな

るのでしょうか。

Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
※この記事は、本荘市由利郡歯科医師会から寄せられた
原稿をもとに掲載しています。
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,507～4,500

3,124～3,210

―

―

22cm下は口数が少なかったこともあり強含
み。24～34cmは材質に応じた当用買いで強い引
合いはない。36cm上は全く引合いなし。

（
平
成
十
六
年
九
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

九
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
16

18

34

平均体重
260kg

289kg

290kg

平均価格
598,697円
509,250円
551,343円

kg当単価
1,843円
1,786円
1,785円

去　勢
雌

金　額
746,550円
659,400円

父
平茂勝
安福165の9

母の父
紋次郎
景　藤

母の祖父
宮　桜
和　人

ブ
ナ
は
ブ
ナ
科
ブ
ナ
属
に
属
す
る

落
葉
広
葉
樹
で
、
北
海
道
南
部
か
ら

鹿
児
島
県
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
ま

す
。
本
県
で
は
、
鳥
海
山
は
じ
め
宮

城
、
岩
手
県
境
の
山
岳
地
帯
の
ブ
ナ

林
や
青
森
県
境
に
広
が
る
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
白
神
山
地
の
ブ
ナ
原

生
林
が
あ
り
ま
す
が
、
低
海
抜
の
山

地
で
も
多
種
の
広
葉
樹
に
混
じ
っ
て

い
る
ブ
ナ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ブ

ナ
の
幹
は
す
べ
す
べ
と
し
て
明

る
い
灰
色
で
目
立
ち
、
四
月
に
な
る

と
残
雪
の
な
か
で
多
く
の
樹
木
の
中

で
一
番
早
く
芽
吹
き
春
を
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
緑
の
芽
吹
き
は
、
た
く

ま
し
く
温
か
く
優
し
く
感
じ
ま
す
。

ブ
ナ
林
の
特
筆
す
べ
き
働
き
は
、

堆
積
し
た
落
葉
が
腐
葉
土
に
な
っ
て

た
く
さ
ん
の
水
を
蓄
え
、
き
れ
い
な

水
を
流
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
八

塩
山
の
中
腹
か
ら
湧
き
出
る
町
民
の

飲
料
水
で
あ
る
ボ
ツ
メ
キ
の
水
は
、

八
塩
山
に
生
育
す
る
ブ
ナ
林
の
保
水

の
働
き
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま

す
。十

月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
る
東

由
利
町
植
樹
祭
で
ブ
ナ
を
植
栽
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機

に
八
塩
山
の
ブ
ナ
林
を
守
り
育
て
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
ょ
う
。

　林業 
 だより 

ブ
ナ
の
木

おとなり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

�と　き…10月17日(日) 13：30開場
�ところ…本荘ボートプラザアクアパル
�内　容…テレビのレポーターや司会者として活躍する八波

一起の講演会
本荘ボートプラザアクアパル �２２－５６１１

本荘市から

本荘市政施行50周年記念
「水辺のまち講演会」

�と　き…10月17日(日） 10：00開場
�ところ…由利小学校体育館
�内　容…道中股旅演歌舞踊各大会のチャンピオンが多数出

演、ゆりの里特産品即売コーナーなど
�入場券…1,500円（当日券2,000円）

本荘市由利七町商工会由利支所　�５３－３３１４

由利町から

ザ・股旅 in ゆりの里

�と　き…10月16日(土)、17日(日)
�ところ…法体園地
�内　容…「下百宅番楽」の獅子舞、魚のつかみ取り、舞踊、

民謡、芸能ショー、抽選会など
鳥海町観光協会　�５７－２２０４

鳥海町から

第27回紅葉まつり

�と　き…10月10日(日） ６：00スタート
�ところ…象潟漁港新港

象潟町観光協会　�４３－６６０８

象潟町から

第3回鳥海山麓MTBサイクリング

�と　き…10月24日(日) 10：30
�ところ…「ぽぽろっこ」向かい交流広場
�内　容…即売コーナー、焼肉コーナー

大内町産業課　�６５－２２１６

大内町から

大内産「牛肉堪能まつり」

�と　き…10月30日(土)～31日(日)
�ところ…役場駐車場特設会場ほか
�内　容…第21回元祖とろろめし大食い大会（参加料500円）、

文化講演会、千体地蔵絵付け教室
�入場料…当日・前売券ともに500円（中学生以下無料)

大内町社会教育課　�６５－２２１０

第48回大内町民祭
～山と川ふるさとまつり～

�と　き…10月17日(日) 10：00
�ところ…川袋川・川袋構造改善センター前
�内　容…サケのつかみどり、サケの販売、無料サケ汁コー

ナーなど
川袋鮭漁業生産組合　�４６－２６３４

川袋川サケまつり

中山間地域等直接支払制度
15年度実績をお知らせします

区　　分
急 傾 斜
緩 傾 斜
合　　計

対象面積（㎡） 交付金（円）
2,277,527

7,551,324

9,828,851

47,828,067

60,410,592

108,238,659

集落協定数 118

農地の多面的機能の増進に力を入れています。



そ
の
絵
本
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

※
高
橋
宏
幸
先
生
の
原
画
展
示
を
大

琴
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
十
月

三
十
一
日
（
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
）

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
の
こ
ろ
に
出
会
っ
た
感
動

は
、
成
長
と
と
も
に
心
の
中
に
無
限
の

広
が
り
を
つ
く
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
多
く
の
童
話
に
ふ
れ
、

感
じ
た
ま
ま
の
び
の
び
と
描
こ
う
、
綴

ろ
う
感
動
の
世
界
を
…

多
く
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
／
童
話
を
読
ん
で
、
感
想

文
ま
た
は
感
想
画
を
書
い
て
下
さ
い
。

▼
応
募
資
格
／
感
想
文
は
小
学
生
全
学

年
、
ま
た
感
想
画
は
三
歳
児
以
上
の
幼

児
及
び
小
学
一
〜
三
年
生
の
児
童
作
品

を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切
日
／
平
成
十
六
年
十
一
月

十
二
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

お
問
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
「
高
橋

宏
幸
賞
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
（
�
六
九
―

二
三
一
○
）
ま
で

〜
第
十
三
回
高
橋
宏
幸
賞

童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル

童
話
を
読
ん
で
夢
と
感
動
を
描
こ
う

九
月
十
四
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森

を
会
場
に
「
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど

い
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
の
陶
芸
愛

好
家
や
見
学
者
、
八
塩
小
学
校
の
児

童
ら
百
四
十
人
余
り
が
年
に
一
回
の

野
焼
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
も
あ
が

り
、
開
会
式
終
了
後
、
町
長
と
町
陶

芸
サ
ー
ク
ル
燿
幻
会
会
長
の
小
松
幸

子
さ
ん
が
点
火
式
を
行
う
と
、
乾
燥

し
た
わ
ら
は
豪
快
に
燃
え
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
上
に
熱
を
逃
さ
ず
、
内

部
の
温
度
を
上
げ
る
た
め
湿
っ
た
カ

ヤ
を
か
ぶ
せ
て
い
き
ま
す
。

わ
ら
や
カ
ヤ
な
ど
の
自
然
燃
料
を

使
っ
て
窯
の
状
態
を
つ
く
る
と
土
器

九
月
二
十
二
日
に
高
瀬
小
学
校
二

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

郷
土
の
大
先
輩
で
あ
る
絵
本
作
家
の

高
橋
宏
幸
先
生
を
お
迎
え
し
「
ふ
る

さ
と
と
私
の
絵
本
」
と
題
し
て
、
特

別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
紙
に
自
由
に
色
を
塗
っ

て
、
そ
れ
を
二
つ
折
り
に
し
て
出
来

上
が
っ
た
模
様
か
ら
、
物
語
の
題
材

を
見
つ
け
る
方
法
を
、
児
童
一
人
ひ

と
り
に
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
最
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
好
き
な
作
品
は
な
ん
で
す
か
」
の

問
い
に
老
方
の
せ
ん
こ
堤
を
題
材
に

し
た
「
七
い
ろ
の
雪
」
を
あ
げ
て
、▲色遣いのアドバイスをおくる高橋先生

〜
高
橋
宏
幸
先
生
を
迎
え
て
の
特
別
授
業 

は
約
千
度
近
い
温
度
で
焼
か
れ
、
作

品
に
深
い
よ
い
色
が
で
ま
す
。

大
量
の
煙
が
舞
上
が
る
中
、
参
加

者
は
た
え
ず
カ
ヤ
を
か
ぶ
せ
な
が

ら
、
窯
の
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

約
四
時
間
程
度
で
わ
ら
と
カ
ヤ
が

燃
え
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
作
品
の
完

成
で
す
。

慎
重
に
灰
に
な
っ
た
わ
ら
を
よ
せ

て
作
品
を
取
り
出
す
と
、
か
け
る
こ

と
な
く
成
功
し
た
作
品
が
次
々
に
参

加
者
の
手
元
に
渡
り
ま
す
。

通
常
の
陶
芸
窯
に
よ
る
焼
成
で
な

く
、
参
加
者
自
ら
野
外
で
煙
に
巻
か

れ
な
が
ら
、
炎
を
調
整
し
て
出
来
た

作
品
は
完
成
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
の

様
子
で
し
た
。

こ
の
「
野
焼
き
」
で
創
ら
れ
た
作

品
の
一
部
は
、
十
月
三
十
日
、
三
十

一
日
に
行
わ
れ
る
「
秋
ま
つ
り
生
涯

学
習
作
品
展
」
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
十
月
以
降
も
町
で
は
陶
芸

教
室
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
陶
芸

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▲「野焼き」による作品の完成。感動の瞬間

〜
第
28
回
全
県
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い▲参加者全員でカヤをかぶせる。

縄
文
時
代
（
約
六
千
年
前
）

か
ら
作
り
続
け
ら
れ
て
き
た
土

器
。
歳
月
を
経
た
今
な
お
日
本

の
原
始
美
術
と
し
て
人
々
の
心

を
と
ら
え
続
け
、
感
銘
を
与
え

て
い
ま
す
。

▲出来上がった作品
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▼
世
界
は
な
ぜ
仲
良
く
で
き
な
い
の
？

／
竹
中
千
春

▼
希
望
の
仕
事
論
／
斉
藤
貴
男

▼
愛
と
死
を
み
つ
め
て
／
東
城
和
実

▼
昭
和
　
僕
の
芸
能
私
史
／
永
六
輔

▼
つ
き
の
ぼ
う
や
／
イ
ブ
・
ス
パ
ン
グ

・
オ
ル
セ
ン

▼
高
麗
奔
流
／
深
田
裕
介

▼
日
本
が
ア
メ
リ
カ
を
赦
す
日
／
岸
田

秀
▼
家
族
狩
り
第
一
部
、
二
部
、
三
部
、

五
部
／
天
童
荒
太

▼
鉛
の
バ
ラ
／
丸
山
健
二

▼
道
長
の
冒
険
／
平
山
弓
枝

▼
長
崎
乱
楽
坂
／
吉
田
修
一

▼
炎
の
翼
Ⅰ
・
Ⅱ
／
ニ
コ
ラ
ス
・
エ
ヴ

ァ
ン
ス

▼
パ
ン
ド
ラ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
／
大
沢
在

昌
▼
オ
ン
ナ
ノ
コ
ノ
の
お
た
し
な
み
／
大

田
垣
晴
子

▼
審
判
は
見
た
！
／
織
田
淳
太
郎

▼
絵
を
描
く
悦
び
／
千
住
博

▼
柴
笛
と
地
図
／
三
木
卓

▼
桜
花
を
見
た
／
宇
佐
佐
真
理

▼
か
な
し
み
の
場
所
／
木
島
真
寿
美

▼
赤
い
ラ
ン
タ
ン
／
藤
水
名
子

▼
す
き
も
の
／
前
川
麻
子

▼
名
も
な
き
勇
者
た
ち
へ
／
落
合
信
彦

▼
降
臨
の
群
れ
／
船
戸
与
一

▼
西
安
の
石
榴
／
茅
野
裕
城
子

▼
天
国
は
ま
だ
遠
く
／
尾
瀬
ま
い
こ

▼
紅
の
袖
／
諸
田
玲
子

▼
遮
光
／
中
村
文
則

▼
蒼
の
な
か
に
／
玉
岡
か
お
る

▼
た
だ
風
が
冷
た
い
日
／
北
方
謙
三

▼
輪
違
屋
糸
里
　
上
・
下
／
浅
田
二
郎

▼
Ｉ
Ｃ
Ｏ
　
霧
の
城
／
宮
部
み
ゆ
き

▼
野
川
／
古
井
由
吉

▼
小
説
　
渋
沢
栄
一
　
上
・
下
／
津
本

陽
▼
美
少
女
の
現
代
史
／
サ
サ
キ
バ
ラ
・

ゴ
ウ

▼
脳
を
知
り
た
い
！
／
野
村
進

▼
い
ま
、
会
い
に
ゆ
き
ま
す
／
市
川
拓

司
▼
滴
り
落
ち
る
時
計
た
ち
の
波
紋
／
平

野
啓
一
郎

▼
私
が
語
り
は
じ
め
た
彼
は
／
三
浦
し

お
ん

▼
蓬
莱
橋
に
て
／
諸
田
玲
子

▼
パ
ズ
ラ
ー
／
西
沢
保
彦

▼
海
の
ふ
た
／
よ
し
も
と
ば
な
な

▼
よ
ど
号
と
拉
致
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局

▼
ア
ダ
ム
の
呪
い
／
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
サ

イ
ク
ス

▼
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
／
伊
坂
幸
太
郎

▼
ぼ
く
は
悪
党
に
な
り
た
い
／
笹
生
洋

子
▼
野
中
広
務
差
別
と
権
力
／
魚
住
昭

▼
卵
の
ふ
わ
ふ
わ
／
宇
江
佐
真
理

▼
コ
イ
ン
・
ト
ス
／
幸
田
真
音

▼
本
物
の
家
は
「
こ
だ
わ
り
」
が
つ
く

る
▼
秒
速
！
電
子
レ
ン
ジ
で
お
菓
子
屋
さ

ん
／
村
上
祥
子

10月 10月 

た
く
さ
ん
の
新
刊
本
が
入
り
ま
し
た
。
読

書
の
秋
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲ビンゴゲームを楽しむ参加者

秋
の
自
然
に
親
し
む

〜
老
方
分
館
歩
こ
う
会

九
月
十
二
日
、
老
方
分
館
（
畠
山

明
分
館
長
）
が
主
催
す
る
「
歩
こ
う

会
」
が
行
わ
れ
、
一
般
住
民
、
わ
く

わ
く
サ
ー
ク
ル
会
員
、
保
護
者
が
参

加
し
て
老
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
テ
レ
ビ
塔
ま
で
往
復
約
八

キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
員
元
気
に
テ
レ
ビ
塔

に
到
着
、
老
方
分
館
が
準
備
し
て
く

れ
た
と
ん
汁
等
を
食
べ
な
が
ら
、
眼

下
に
広
が
る
景
色
や
秋
の
気
配
を
感

じ
さ
せ
る
自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

9月 
世
界
に
ひ
と
つ
の
作
品
が
完
成

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

九
月
四
日
、
大
琴
生
涯
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

会
員
、
保
護
者
七
十
六
名
が
参
加
し

て
、
五
月
か
ら
作
成
を
開
始
し
た
陶

芸
作
品
の
完
成
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。約

三
ヶ
月
か
け
て
出
来
上
が
っ
た

世
界
に
ひ
と
つ
の
作
品
の
完
成
を
サ

ー
ク
ル
会
員
は
出
来
栄
え
を
友
達
に

見
せ
合
い
な
が
ら
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

「
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い
」
が

十
一
年
連
続
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
陶

芸
活
動
が
盛
ん
な
本
町
。
サ
ー
ク
ル

会
員
の
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲先生より作品の講評をうける

小
松
音
楽
兄
弟
を
顕
彰
し
て
始
め
ら

れ
た
「
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
」
も
今
年

で
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

町
内
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
小
中
学

生
の
コ
ー
ラ
ス
発
表
に
加
え
て
、
今
回

は
秋
田
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
小
学

生
か
ら
大
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
）
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
が
生
ん
だ
偉
大
な
音
楽
家
の
作
品
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
十
月
二
十
四
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分

●
場
　
所

東
由
利
中
体
育
館

●
内
　
容

コ
ー
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
演
奏

●
入
　
場

無
料

日
頃
作
っ
て
い
る
作
品
（
手
芸
、
写

真
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
模

型
等
）
を
秋
ま
つ
り
生
涯
学
習
作
品
展

に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時

十
月
三
十
日
（
土
）
〜

十
月
三
十
一
日
（
日
）

●
場
　
所

有
鄰
館

●
内
　
容

作
品
種
類
問
い
ま
せ
ん

●
参
加
料
　
無
料

※
音
楽
祭
、
生
涯
学
習
作
品
展
の
お
問

合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
（
�
六
九
―
二

三
一
○
）
ま
で

〜
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭

秋
田
青
少
年

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
迎
え
て

〜
秋
ま
つ
り
２
０
０
４

生
涯
学
習
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
す
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

初
虫
音
米
の
研
ぐ
手
を
ふ
と
止
め
て
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

葛
の
花
風
吹
き
抜
け
る
切
通
し
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

台
風
の
吹
き
抜
け
二
百
十
日
な
り
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

美
容
院
出
て
襟
足
の
さ
わ
や
か
に
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

稲
の
穂
の
実
を
む
す
び
か
け
古
農
逝
く
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

秋
の
声
ア
テ
ネ
聖
火
の
消
え
し
よ
り
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

田
の
畔
に
案
山
子
出
番
と
背
広
着
て
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

残
る
蚊
や
洞
小
さ
き
河
童
渕
　
　
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

大
蓼
に
あ
り
し
日
の
父
思
い
け
り
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

踊
り
終
え
揃
う
て
帰
る
下
駄
の
音
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

秋
暑
し
畑
の
ふ
ん
ば
り
日
暮
よ
し
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

萩
咲
き
ぬ
娘
一
家
も
還
り
行
き
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

Ｄ
Ｄ
Ｔ
振
ら
れ
し
記
憶
終
戦
忌
　
　
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

言
い
伝
え
忘
れ
て
仰
ぐ
盆
の
月
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

手
花
火
の
切
れ
間
つ
く
ら
ぬ
子
ら
の
夜
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

台
風
の
有
無
を
言
わ
さ
ず
駆
け
抜
く
る
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

祭
笛
踊
る
地
区
の
子
剣
囃
子
　
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

し
っ
ぽ
の
釣
り

む
か
し
む
か
し
、
奥
山
に
三
匹
の
狐

が
す
ん
で
お
り
ま
し
た
。
小お

高
の
黒
は
．
．

ば
き
．
．

、
台
山
の
さ
ん
こ

．
．
．

、
馬ま

の
沢
の
尾

白
。
中
で
も
馬
の
沢
の
尾
白
は
、
真
っ

白
で
き
れ
い
な
し
っ
ぽ
を
自
慢
に
し
て

い
る
の
で
し
た
。

山
の
木
の
葉
も
散
り
始
め
た
頃
、
三

匹
の
狐
は
奥
山
の
大
き
な
欅
の
根
も
と

で
、
そ
の
年
に
と
れ
た
一
番
大
き
な
獲

物
を
森
の
神
様
に
捧
げ
、
お
礼
に
山
祝

い
を
楽
し
む
の
で
し
た
。
で
も
、
ず
る

賢
い
尾
白
は
、
と
っ
た
獲
物
を
す
み
か

の
洞
穴
に
隠
し
て
「
…
お
ら
ぁ
こ
の
頃

不
作
で
な
ぁ
、
自
慢
で
き
る
よ
う
な
物

を
と
れ
な
く
っ
て
、
悪
い
が
み
ん
な
の

獲
物
を
ご
馳
走
に
な
る
よ
…
。
う
わ
ぁ
、

こ
の
鯉
の
う
ま
い
こ
と
」
遠
慮
な
く
、

む
し
ゃ
む
し
ゃ
か
ぶ
り
つ
く
馬
の
沢
の

尾
白
で
す
。

こ
れ
を
見
た
黒
は
ば
き

．
．
．
．

と
さ
ん
こ

．
．
．

の

二
匹
は
「
こ
い
つ
め
…
、
今
度
も
何
一

つ
持
っ
て
こ
な
い
で
俺
た
ち
が
大
難
儀

し
て
と
っ
た
獲
物
を
食
べ
て
、
い
ま
い

ま
し
い
奴
だ
！
い
つ
か
は
こ
ら
し
め
て

や
ら
ね
ば
…
」
憤
る
黒
は
ば
き

．
．
．
．

と
さ．

ん
こ
．
．

で
す
。

や
が
て
寒
い
寒
い
冬
と
な
り
、
野
も

山
も
み
ん
な
凍
り
つ
い
た
あ
る
朝
の
こ

と
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
三
匹
の
狐
は

一
緒
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
こ
ざ

か
し
い
尾
白
は
「
や
ぁ
、
ひ
さ
し
ぶ
り

だ
な
ぁ
。
毎
日
の
雪
降
り
で
魚
っ
こ
一

匹
口
に
入
ら
ず
、
お
ら
ぁ
こ
の
と
こ
ろ

飲
ま
ず
食
わ
ず
の
毎
日
で
な
ぁ
…
」
泣

き
言
を
並
べ
る
と
、
黒
は
ば
き

．
．
．
．

も
さ
ん
．
．

こ．
も
同
情
し
て
、
何
か
に
あ
り
つ
け
る

と
考
え
た
尾
白
で
す
。
ど
っ
こ
い
、
そ

れ
を
耳
に
し
た
二
匹
は
、
仕
返
し
す
る

の
は
こ
の
と
き
と
ば
か
り
に
「
尾
白
ど

ん
、
こ
ん
な
凍
り
つ
い
た
雪
の
日
で
も

獲
物
に
あ
り
つ
け
る
ん
だ
よ
。
そ
の
と

り
方
を
教
え
る
か
ら
、
や
っ
て
み
な
」

「
な
ん
と
か
頼
む
」
と
願
う
尾
白
で
す
。

「
い
い
か
な
、
な
る
べ
く
寒
い
夜
に
厚

い
氷
の
は
っ
た
沼
の
真
ん
中
に
、
ぽ
っ

か
り
空
い
た
穴
を
見
つ
け
、
そ
の
穴
に

し
っ
ぽ
を
ら
す
ん
じ
ゃ
。
じ
ぃ
っ
と
我

慢
し
て
動

か
ず
待
っ

て
お
る

と
、
必
ず

大
物
が
釣

れ
る
か
ら

…
」
尾
白

は
大
喜
び

で
教
え
ら

れ
た
通

り
、
氷
の

は
っ
た
沼

の
穴
に
し

っ
ぽ
を
垂

ら
し
、
震

え
上
が
る

よ
う
な
寒

さ
を
じ
ぃ
っ
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。
夜

が
更
け
る
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
凍
っ
て

き
た
尾
白
の
し
っ
ぽ
は
ガ
ン
ガ
ン
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
狐
の
尾

白
は
し
っ
ぽ
の
重
た
く
な
っ
た
の
は
、

て
っ
き
り
大
き
な
鯉
に
違
い
な
い
と
喜

び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
う
ー
ん
、
釣

れ
た
ぞ
っ
。
大
物
だ
、
よ
し
っ
今
だ
っ
」

思
い
っ
き
り
踏
ん
張
っ
て
引
き
上
げ
た

尾
白
の
し
っ
ぽ
は
、
ぐ
っ
そ
り
抜
け
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

し
っ
ぽ
自
慢
の
尾
白
も
、
み
っ
と
も

な
い
尾
な
し
狐
に
な
り
、
仲
間
の
前
に

現
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
野
武
氏
（
上
里
・
故
人
）
覚
え
書
き

よ
り

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

八
八
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小　野　力　輝くん 
 （舘合新田・11ヵ月） 
お父さん：新　一さん 
お母さん：直　美さん 
お話し：直　美さん 

小　野　力　輝くん 
 （舘合新田・11ヵ月） 
お父さん：新　一さん 
お母さん：直　美さん 
お話し：直　美さん 

り　　　きり　　　き り　　　き 

菅　原　寛
ひろ

巳
み

（新町・20歳）
―職業は
八嶋製作所で働いています。
―趣味は
ボツメキの水をくみに行くことです。冬はスキー

をします。
―自分の性格は
友だちには優しいと言われます。
―理想のタイプは
矢田亜希子のようなお姉さんタイプの人。
―目標・夢は
世界一周の旅をすることです。
―家族へ一言
離れて暮らしていますが、友だちと元気にやって

いるので安心してください。

名前の由来は？
「力強く輝かしい未来であるように、そして周囲の人たちにも
常に輝きをもたらすように、という思いを込めました」
最近の面白いエピソードは？
「民謡の歌が始まると手拍子をしたり、一緒に『あーあー』と
言って歌ったりしています」
家族では誰になついていますか？
「おじいちゃん子です。特におじいちゃんの民謡が大好きです。
お姉ちゃんとボールで遊ぶのも好きみたいですね」
本人の性格は？
「何でもチャレンジしたがるきかん坊です」
お父さんとお母さんから力輝くんへひとこと
「のびのびとたくましく、そして思いやりのある優しい子にな
ってほしいです」

2004東由利町植樹祭（オープン参

加の部）の参加者を募集しています。

◇と　き　10月23日（土）

10時～11時30分

◇ところ　ボツメキ水源地

◇樹　種　ブナ（760本）

☆参加者全員の記念撮影、地産地消鍋

のサービスもあります。

申込・お問い合わせ
実行委員会（役場産業課内）

�69－2116

お問い合わせ
地域活性化支援機構事務室（役場産業課内）

�69－2116

地域農業の振興を図るための平成18年度事業とし
て、「道の駅」構内に新しく直売所を建設することが
計画されています。
消費者に安全で安心な農産物を提供するこの直売所

の完成によって、地域農業の安定した経営や新たな特
産品の開発、本町におけるグリーンツーリズムの推進
などを生み出すことができると期待されています。
しかし、直売所に出荷する生産者の取りまとめや他

団体との連携、より多くの消費者に利用してもらうた
めの仕組みづくりなど、検討課題もあります。
新しい直売所の円滑な経営のため、ぜひ町民の皆さ

んのアイディアをお寄せください。


